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研究成果の概要（和文）：本研究は、教育機関が学生の主体的かつ能動的な学びの機会を増やし、学習者オート
ノミー(学習者が自身や学習過程を深く理解し、学びに責任を持つ能力)を促進することを目的とし、学生主体型
ラーニング・コミュニティの普及と、それを担う学生リーダー育成コースの開発を実施した。具体的には、1) 
研究代表者の教育機関にて「他者のオートノミーを支援するコミュニティリーダー育成コース」の実践研究、2)
 国内教育機関におけるニーズ分析、3) 国外（ブラジルパラ国立大学）の学生主体ラーニングコミュニティの視
察を実施し、総括として、コースにおける理論と教材を本にまとめた (Watkins & Hooper, 2023)。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to develop a leadership curriculum and 
train student leaders who provide autonomous and prosocial learning opportunities for other learners
 through their learning communities. In the three years, we conducted activities related to 1) 
autonomy-supportive leadership course implementation and development at the principal researcher’s 
institution, 2) needs analysis at a Japanese educational institution, and 3) on-site observation of 
student-led communities at the Federal University of Para in Brazil. This research culminated in the
 publication of a course book based on the theories and materials developed through the studies 1)
-3) above (Watkins & Hooper, 2023).

研究分野：外国語教育

キーワード： 学習者オートノミー　自律学習　ラーニングコミュニティ　学生リーダーシップ　アドバイジング　協
働学習　実践共同体　学習者エンパワメント

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、「個別最適な学びと協働的な学びの実現」として、児童を主体とした深い学びや、個々の興味関心の探求
と他者との協働を通した、学習者自らが学ぶ力の育成が求められているが（文部科学省，2021）、国内において
そのような教育の例は限られている。本研究では、興味や目標を共有する学習者がコミュニティを運営し、学習
言語を活用しながら協働するという、上記教育の実例にあたる学生コミュニティリーダーの育成と、それに伴う
理論検討と教材開発を実施した。そのような研究は、言語教育の場に限らず、今後学習者主体、かつより包括的
な教育の普及に貢献できるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2021 年の中央教育審議会の答申では、「個別最適な学びと協働的な学びの実現」として、児童

を主体とした対話的な深い学びや、個々の興味関心の探求と他者との協働を通した、学習者自ら

が学ぶ力の育成が提起されたが（文部科学省，2021b）、国内においてそのような教育の例は限

られている。一方、言語教育において、「学習者自らが学ぶ能力」とは、「学習者オートノミー

（学習者が自身や学習過程を深く理解し、学びに責任を持つ能力）」(Dam et al., 1990; Holec, 

1981)として知られ、本研究代表者が所属する大学の自律学習施設と自律学習研究所では、学習

者オートノミーを育成するため自律学習スキルトレーニング（個々のニーズや目標・興味関心の

分析、目標を達成するためのリソースやストラテジーの選択、個々の学習計画の作成と実践、学

習効果や学習過程の評価と内省、情緒コントロール、等）が授業内外で実践され、研究されてい

た（e.g., Watkins et al., 2014; Watkins, 2015; Mynard et al., 2017）。さらに、研究代表

者は、自律学習における協働に着目し、興味や目標を共有する学習者が自律的にコミュニティを

運営し、学習言語を活用しながら協働するという取り組みと、その活動による学習者の基本的心

理欲求（自律性、有能感、関係性 ）(Ryan & Daci, 2017) の充足に関する研究を行っていた

(Watkins, 2022)。そのような取組みは異例であり、本研究にて、コミュニティ活動を担うオー

トノミー支援的な学生コミュニティリーダーの育成に関する研究を実施することは、この言語

教育の場に限らず、今後の学習者主体かつより包括的な教育の普及に貢献できると考えた。 

 
 
２．研究の目的 

本研究は、教育機関が学生の主体的かつ能動的な学びの機会を増やし、学習者オートノミー(学

習者が自身や学習過程を深く理解し、学びに責任を持つ能力)を促進する教育方法として、学生

主体型ラーニング・コミュニティの普及と、それを担う学生リーダー育成のためのコース開発を

目的とした。 

 
３．研究の方法 

本研究では、下記 3つの研究と調査を実施した。 

 

(1) 研究代表者の教育機関における他者のオートノミーを支援するコミュニティリーダー育成

コースの実践研究 (Watkins, 2021) 

リーダーがコミュニティ参加者のオートノミーを支援するスキルを育成するための 15 週間の自

律学習コースを実施した。その受講経験において、(a)コースの内容はリーダーの考え方やリー

ダーシップスタイルに影響を与えたか、(b)与えた場合その内容とは何か、を分析した。 

初回コース受講者 5名の半構造型個別面接（45分-60 分、日本語）と記述式リフレクション（英

語）にてデータを収集。面接とリフレクションの質問は同内容で、別の形式と時期に行うことに

よるトライアンギュレーションが目的である。インタビューデータは逐語録を作成し、リフレク

ションと共に NVivo を使用し解釈的アプローチ (Heigham & Croker，2009) によりコード化し

た。その個々の分析内容を、研究参加者に確認し信頼性を高めた。次に 5人のコードを照らし合

わせ、共通の概念を識別した。分析結果は、コースの編集に利用され、次の学期に別の学生リー

ダーのトレーニングに活用され有効性が試された。 



 

(2) 研究分担者の教育機関におけるニーズ分析 (Hooper & Watkins, 2023) 

2022 年から追加した研究分担者 (Hooper) と研究代表者 (Watkins) が協働にて、Intentional 

Reflective Dialogue セッション（アドバイジングスキルを使用した意図的な対話と内省） 

(IRD; Kato & Mynard, 2016) を実施し、Hooper がマネージメントに関わる新設の自律学習施

設における、オートノミー支援的学生リーダーと学生コミュニティの成長と発展について内省

的な分析を行った。 

 

(3) 国外（パラ国立大学）の学生主体ラーニングコミュニティの視察 

ブラジルパラ国立大学自律学習センターを訪問し、施設ディレクターや運営学生のインタビュ

ー、研究会とコミュニティミーティングへの参加を通し、当施設における学習者主体ラーニン

グコミュニティの、1) 有効かつ持続可能である要素、2) 学生コミュニティリーダーの役割、

3)コーディネーターが行なっている学生支援について調査した。 

 
４．研究成果 

「研究代表者の教育機関における他者のオートノミーを支援するコミュニティリーダー育成コ

ースの実践研究」により、シェアド・リーダーシップ1（石川, 2019)、基本的心理欲求充足支

援の概念、講師とのアドバイジングを介した意識的内省の習慣化が、リーダーの考えや行動に

影響を及ぼした 3つの主要な要素であると分かった。まず、コース受講以前は，受講者全員が

「リーダーはコミュニティにおける全決定権や責任を持ち、コミュニティの誰よりも有能な存

在」というリーダー像を意識しており、プレッシャーを感じていた。しかし、様々なリーダー

シップの手法を学ぶことで、自身とコミュニティに適したリーダーシップスタイルを自覚し自

信を得ることができた。また、リーダーシップをコミュニティ内で共有(シェア)することで、

参加者の基本的心理欲求充足を促せることを実感し、そのために他者に頼る姿勢やアドバイジ

ングスキルを活用する姿が見られた。次に、基本的心理欲求の概念は、コミュニティをどのよ

うに良くしていくかという基軸となり、コミュニティの方針や問題における具体的な対策に繋

がった。さらに、コースの構成である 1）新しい理論の学び、2)コミュニティでの実践、3) 意

識的内省、4) 評価と次週の計画、という各週の経験学習サイクル (Kolb, 1984)をコース受講

者は効果的であったと評価した。特にアドバイザーによる質問により、コミュニティについて

深く考えることが習慣化され、メタ認知の高まりや、コミュニティに対するオーナーシップと

リーダーとしての自信に繋がった。それらの内容は、2021 年 JASAL 2021 National 

Conference にて発表し、同年論文を発表した (Watkins, 2021)。 

 

「研究分担者の教育機関におけるニーズ分析」の協働的な内省の分析では、包括的かつ向社会

的なコミュニティの発展に貢献する平等主義的な空間を作り出すために、Hooper は、自身（自

律学習施設マネージャー）と学生リーダー（自律学習施設のスタッフ）とのパワーダイナミッ

クスの均衡化に焦点を当て、Watkins は学生リーダーの個性の認識や自身の可能性と自己発見

の促し等 ，個人的な絆を築くことの重要性を考察した。分析内容は、Hooper and Watkins 

(2023)として発表した。 

                                         

1 コミュニティ参加者誰もがリーダーシップを発揮している状態。 



 

上記研究に加えて、ブラジルパラ国立大学の学生主体ラーニングコミュニティの視察の調査内

容から得た理論と教材は、Watkins and Hooper (2023)として本にまとめ、出版した。 
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